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北陸地方整備局
技術開発・管理部会
工事安全管理分科会

平成２３年 １月－６月の事故発生状況（速報）

（第１四半期－第２四半期） （北陸地方整備局発注の直轄工事）

２．各年度の四半期毎の事故件数の推移

１．工事事故速報の件数

第２四半期で、４２件発生件数で、過去5年で最小です。

昨年の事故発生状況は、第３四半期（７月-９月）に、熱中症が多く発生しま
した。今年は、予防対策を徹底し、十分に注意しましょう。

☆ 事故件数は、第２四半期で、４２件発生。（過去５年で最小） ☆

☆ 労働災害が１８件発生（昨年に迫る状況） ☆

☆ 労働災害に占める休業４日以上の割合が、半数を超えている。 ☆

☆ 夏に向け、熱中症対策の徹底を！ ☆
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工具等取扱
い（1件）

落盤（1件）

自動車等接
触（1件）

墜落（2件）

取扱運搬等
（5件）

その他
(8件）

労働災害の内訳（全報告数１８件）

埋設物損傷
（6件)

架空線損傷
(3件)地上物件損

傷(4件)

車両損傷
(5件)

その他
(1件)

公衆災害の内訳（全報告数２０件）

３．事故分類別発生割合の推移（各年とも６月末データによる）

平成２３年の1月－6月時点では、労働災害が既に１８件発生しており、例年
と異なり、労働災害の占める率が高い状況にあります。

４．公衆災害、労働災害の事故状況

２）公衆災害

公衆災害では、埋設物の
損傷事故が、1/3を占めて
いる状況です。

相変わらず、公衆災害の
トップを占めています。

事故分類別発生割合の推移（６月末の比較）
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１）労働災害

６月までの労働災害の
内訳は、取り扱い運搬・
墜落に起因する事故が多
く発生しています。



６．休業４日以上の事故件数の発生状況

休業４日以上の事故件数は、既に１０件発生、労働災害に占める割合も、半
数（５６％）を越え、過去に無く高い率となっています。重大事故が多く発生
しています。安全管理の徹底が必要です。

５．地下埋設物事故の防止について

埋設物事故防止ポイント
①埋設物の事前調査の徹底。

・施工前に、占用台帳等により埋設物の位置を確認すること。
②試掘・掘削施工時の施設管理者の立会。

・掘削・試掘を行う際には、施設管理者等の立会を求め正確な
位置の確認を行うこと。

③慎重な施工の徹底
・埋設物付近の掘削については、手堀等による慎重な施工を行

うこと。

地下埋設物損傷の事故が、例年多く発生しています。昨年も、公衆災害の
76件中２５件が埋設物損傷事故で全体の３３％を占める状況でした。本年も
既に６件の埋設物事故が発生しています。地下埋設物に十分注意しまししょう。

公衆災害に占める地下埋設物事故件数の推移
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労働災害の件数と休業４日以上の件数の推移
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熱中症に注意!!
○ 熱中症予防対策の徹底を!!

平成22年は、地整管内で２２件の熱中症が発生しました。
天候や場所にかかわらず、気温・湿度により熱中症の危険が あります。熱中症が発生しない
よう、予防対策を徹底しましょう。

○ 暑さ指数（WBGT値）の活用
熱中症予防対策には、暑さ指数（ＷＢＧＴ値）の活用が重要です。労働局の熱中症予防サイ

トを参考にして下さい。<http://www.mhlw.go.jp/houdou/2009/06/dl/h0616-1b.pdf＞

○ 熱中症予防情報サイト
熱中症予防情報サイトに各地の「現在の暑さ指数」と「今後の暑さ指数の予報」があるので
熱中症予防対策の参考にして下さい。 <http://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/>

７．熱中症対策の徹底を！

「熱中症における安全対策の徹底について」、が平成２３年６月３０日
に発出されております。熱中症対策を徹底し、熱中症を予防しましよう。

建設工事事故データベースへの登録を忘れずに

建設工事事故データベースへの登録（入力）を忘れずにお願いします。

請負者、発注者は必ずインターネットを利用して登録（入力）して下さい。

建設工事事故データベースは、各地方整備局、都道府県、政令指定都市、公団が発注した公共工事

のうち、一定規模以上の事故が発生した工事について、事故報告をインターネットを利用しデータベース

に入力するものです。

データベースを「建設工事事故データベース」もしくは「ＳＡＳ（Ｓａｆｅｔｙ Ａｎａｌｙｓｉｓ Ｓｙｓｔｅｍ）」と呼び、

管理業務はＳＡＳセンターが行っています。

登録（入力）は、ＳＡＳセンターのホームページから

ＵＲＬ http://sas.ejcm.or.jp/

過去五年の熱中症発生件数
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